
立神広場整備（補強等）改修工事

表紙・図面リストＡ－００

Ａ－０１ 建築工事特記仕様書（１）

建築工事特記仕様書（２）Ａ－０２

Ａ－０３ 建築工事特記仕様書（３）

Ａ－０４ 付近案内図　配置図

Ａ－０５

Ａ－０６

既存平面図

既存平面図

Ａ－０７ 既存屋根伏図

Ａ－０８ 既存基礎伏図　既存壁伏図

Ａ－０９ 既存ろく梁伏図　既存小屋伏図

Ａ－１０ 既存軸組図1

Ａ－１１ 既存軸組図2

Ａ－１２ 既存断面図1

Ａ－１３ 既存断面図2

Ａ－１４ 破損状況調査1

Ａ－１５ 破損状況調査2

Ａ－１６ 破損状況調査3

Ｓ－０１ 鉄骨構造標準図

Ｓ－０２ あと施工アンカー施　工　要　領　図　

Ｓ－０３ 補強平面図

Ｓ－０４ 補強立面図

Ｓ－０５ 補強屋根伏図

Ｓ－０６ 補強鉄骨柱・基礎伏図

Ｓ－０７ ろく梁受け鉄骨梁伏図

Ｓ－０８ 水平ブレース伏図　水平ブレース詳細図

Ｓ－０９ 補強後ろく梁伏図　矢切方杖詳細図

Ｓ－１０ 補強小屋伏図

Ｓ－１１ 補強軸組図1

Ｓ－１２ 補強軸組図2

Ｓ－１３ 1通り断面図

Ｓ－１４ 7通り断面図

Ｓ－１５ 補強断面図1

Ｓ－１６ 補強断面図2

Ｓ－１７ E通り断面図

Ｓ－１９ B通り、D通り、8通り断面図

Ｓ－２０ 基礎詳細図

図 面 リ ス ト
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警備業法における指定講習を修了した者または、警備業法における基本教育及び
業務別教育(警備業法第二条第一項第二号の警備業務)を現に受けているもので、
交通誘導に関する警備業務に従事した機関(実務経験年数)が１年以上の者

交通誘導警備に関して、公安委員会が学科及び実技試験を行って専門的な知識

・技能を有すると認めた者

交通誘導に関し専門的な知識

及び技能を有する警備員等

１・２級交通誘導警備検定合格者

埋戻し及び盛土

建設発生土の処理 ※構外搬出適切処理

・構内指示の場所に敷き均し

・構内指示の場所に堆積

・構内指示の場所に処分

・構外指示の場所に処分

仮置場所

搬出調書等を提出する。

C種の場合(建設発生土受入れ量　　　　m 　発生場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

2-3

2-5

種別　　　　　・A種　　　※B種　　　・C種　　　・D種 　　　　　　     　　　(表3.2.1)

1-3 災害及び公害の防止 (a)工事中は、異常沈下、法面の滑動その他による災害が発生しないよう、災害防止上必要な

　処置を行う。

(b)構外における土砂の運搬によるこぼれ、飛散あるいは排水による泥土の流出等を防止し、

　必要に応じて清掃及び水洗いを行う。

(c)掘削機械等の使用に当たっては、騒音、振動、その他現場内外への危害等の防止及び周辺

　環境の維持に努め、必要に応じて適切な処置を講ずる。

2-2 排　　　水 構外放流の場合は、必要に応じて沈砂槽等を設ける。

・　1･2級交通誘導警備検定合格者　（一般国道10路線と敷地入口が接する場合）

・　1･2級交通誘導警備検定合格者または交通誘導に関し専門的な知識及び技能を有する警備員等

資格 資格要件

交通誘導員等

工
事

3
土

棟別用途

施工図及び施工計画書

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの保持及び埋込み工法

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ帳壁及び塀

3

既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭の杭頭補強

2

2

築
電
気

空
調

衛
生

章 項　　　目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

用途地域

防火地域　・防火　・準防火　・指定なし

階

合　　　計

・特記事項の取扱いについては下記による。

工　　　　　事　　　　　内　　　　　容 建

工事区分

連ある事項はそれぞれ当該工事の記載事項を参照する。

特記仕様適用の範囲

工事実績情報の登録

節

2.主要用途

3.工事種目

(A) 構造　　　　　　　　　　　　　　　階数

4.敷地面積

5.建築面積

6.延べ面積

7.床面積内訳

1 　　　階

2 　　　階

3 　　　階

4 　　　階

　2) ・がつかない場合は※を適用する。・　※のついた場合は共に適用する。

No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1-4

　1) 特記事項は・をつけたものを適用する。

1-1

・工事区分は設計図による他下記による。疑義を生じた場合は監督職員の指示による。

仮　　囲　　い

・型枠取外し、支柱盛替え及び支柱取外し時

・組積の時

・各種製品検査及び試験体試験時

・各種仕上工事

・工事中間検査及び工事完了検査

・その他施工後検査困難な工事検査

・工事種別、各施工業者名簿

・実施工程表

・打合せ記録簿

・工事週報

・備品その他

備　　　　考規　　　　格 部　数

着　工　前

工　事　中

完　成　前

竣工前に下検査を受け、駄目直し残工事等は一切完了させた後、竣工検査を行うものとし、仮

製　　本　　図

竣　工　検　査

提　出　書　類

立　会　検　査

・試験ﾃﾞｰﾀｰ

・ｺﾝｸﾘｰﾄ打設時

・根切り完了の時

・縄張り、遣り方の時

・基礎及び各階配筋完了の時

ｻ　ｰ　ﾋﾞ　ｽ　版

ｻ　ｰ　ﾋﾞ　ｽ　版

・ｻｰﾋﾞｽ版・ｷｬﾋﾞﾈ版

・工事の取合部分、進入路、その他本工事範囲外の部分に汚損を生じた場合原形に復旧する。

完成時の提出図書

種類及び記入内容

作成方法

施工図等の提出について

(c) 提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲す

るものとする。

原　形　復　旧

※ 図 示　 　　

区　　分

・工事写真(全てｶﾗｰとする)

1

1

1

・完成図(施工図及び施工計画書を除く)

・保全に関する資料(提出部数　※1部　　　・　　部)

施工計画書を除く)

完成図(施工図及び

設　計　GL

・上棟の時(木造、鉄骨造)

・監督職員の指示による

・撮影箇所及び方法については、監督職員の指示による

・工事保証書

※表1.7.1による。左記以外は、監督職員の指示による。

※監督職員と協議する。

・

(1) ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体図

(2) 鉄骨製作図

(3) ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ製作図

(4) ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工計画書

下記事項は監督職員の立会検査を受けなければならない。

・製作図、施工図

・施工計画書

・鉄骨製品検査

ＣＡＤデータ　　・要　　　※不要

営繕部監修、最新版」に準じたものとする。

(b) 施工図の記載内容及び記載水準は、「建築・設備工事施工図の描き方(国土交通省大臣官房官庁

設物、諸機械、仮設動力等は原則として撤去しなければならない。

工事着工に先立ち監督職員と打合わせの上、指定年月日までに下記書類を提出する。

建 築 材 料 等

特別な材料の工法

本特記仕様は標準仕様書に記載なき事項を特記するものであり、各工事において他の工事と関
ＣＡＤデータ　　・要　　　※不要

・図面及び特記仕様書に記載なき事項は､国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書」

・すべての設計図書は、相互に補完するものとする。ただし、設計図書間に相違がある場合の優先順位は、

下記の(1)から(5)の順番のとおりとする。

(1)現場説明に対する質問回答書

(2)現場説明書

(3)特記仕様書

(4)図面

電気保安技術者 ・適用する　　　　　・適用しない3-3

建設事業及び建設業のｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟのために、作業環境の改善、作業現場の美化等に努める。3-7

発生材の処理等

建設廃棄物処理契約書及び建設廃棄物用マニフェスト

及び排出事業者と処分業者で建設廃棄物処理委託契約（２者契約）を行い、建設廃棄物を運

また、工事中に発生する梱包材等も建設廃棄物として適正に処理すること。

※適用する　　　　　・適用しない

工事完成時の提出書類

建設廃棄物処理委託契約書の写し、マニフェストの写し、委託業者一覧表、処理フロー図

処理数量一覧表、集積及び搬出、搬入状況のわかる写真

搬処理する毎にマニフェストを発行して委託処理すること。

「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」に基づく対象建設工事の計画の策定及び説明

請負者（排出事業者）は、建設廃棄物の適正処理をするため、排出事業者と収集運搬業者

3-8

4-3

建築工事標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、材料製造所の指定する工法とす

・その他

・ｶﾞｽ圧接の資格証明書(写)

・鉄筋の規格証明、ﾐﾙｼｰﾄ

・鉄骨、鋼板、HTB、規格証明

・生ｺﾝｸﾘｰﾄの計画調合表

・建具のJIS表示許可書

・溶接技術証明書(写)

7-1

7-2

(a) 標仕に定める施工図及び施工計画書として、次のものを提出する。

※適用する　　　　　・適用しない　　　

(5)標仕

超音波探傷試験　・行う　　　・行わない

種別　・A種　　　※B種　　　・C種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表7.10.1)10-3

適　　用　　箇　　所構　造　区　分所要性能

所要性能

9-6 ・耐火板張り工法

8-1

・ﾗｽ張りﾓﾙﾀﾙ塗り

種別耐　火　被　覆

9-5

9-4

9-2

錆止め塗料の種別

ﾏｸﾛ試験(ｴﾝﾄﾞﾀﾌﾞ)　・行う　　　・行わない

・第6水準・第5水準・第4水準・第3水準・第2水準・第1水準検査水準

節

工事現場溶接の場合　AOQL　※4.0％　　　・2.5％

溶接部の試験6-11

2-5 打放し仕上げの種別

種　　　別

・A種

・B種

・C種

施　　工　　箇　　所

(表6.2.3)

2-2 補強ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造

3-2 ﾌﾞﾛｯｸの種類　※表8.3.1による

ﾌﾞﾛｯｸの厚さ

化粧前のﾌﾞﾛｯｸの適用箇所塀の高さ(m) 厚　　　さ(mm)

2 以下

2 を超える

※120

※150

(表8.4.2)(表8.4.3)4-2

・外壁ﾊﾟﾈﾙ

・間仕切壁ﾊﾟﾈﾙ

・屋根ﾊﾟﾈﾙ

・床ﾊﾟﾈﾙ

ALCﾊﾟﾈﾙの種類

出隅入隅部の目地幅(mm)　※20

鉄筋　※SD295A

厚　　　さ(mm)種　　　　類 取付け工法種別

透水性　　　　・普通ﾌﾞﾛｯｸ　・防水性ﾌﾞﾛｯｸ

化粧積み　　　・有り　・無し

8

ｺ

ﾝ

ｸ

ﾘ

｜

ﾄ

ﾌﾞ

ﾛ

ｯ

ｸ

・

L

C

C

ﾊﾟ

ﾈ

ﾙ

押

出

成

形

ｾ

ﾒ

ﾝ

ﾄ

板

工

事
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4-4

ﾌﾞﾛｯｸ の種類　・08 (A種)　・12 (B種)　※16 (C種)

1-4 施工管理技術者

2-1 鋼　　　　　材 種類の記号 規　　　格 使　　用　　箇　　所

※JIS規格品

※JIS規格品

※JIS規格品

※JIS規格品

※JIS規格品

高力ﾎﾞﾙﾄ

ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ 胴の種類　　※割枠式

2-2 ・ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ　　　・JIS形高力ﾎﾞﾙﾄ　　　・溶融亜鉛ﾒｯｷ高力ﾎﾞﾙﾄ

・適用する　　　・適用しない

2-6

1-3 鉄骨製作工場

ﾎﾞﾙﾄの種類　※羽子板ﾎﾞﾙﾄ

2-9 柱底ﾓﾙﾀﾙの工法 種別　※A種　　　・B種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (表7.10.2)

溶融亜鉛ﾒｯｷ12-3

・A種　※B種　・C種

・B種・C種・D種・E種

4-4

4-5

4-6

・耐火材吹付け(・乾式工法　　　・半乾式工法　　　　・湿式工法)

工場溶接の場合　AOQL　※4.0％　　　・2.5％　　　　　　　　　　　　　　　（表7.6.2）

放射線透過試験　　　　・行う　　　・行わない

国土交通大臣認定　　・Ｓ　　　・Ｈ　　　・Ｍ　　　・Ｒ　　　・Ｊ

(捨てｺﾝｸﾘｰﾄ及び防水押えｺﾝｸﾘｰﾄの場合)

3-2 ｾﾒﾝﾄの種類

・高炉ｾﾒﾝﾄのB種

・

11-1 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ (表6.11.1)

適　　用　　箇　　所種　　別 所要気乾単位容積質量(t/m)

・1種　・2種

適用箇所　※6.14.1による

種　　　類 ｽﾗﾝﾌﾟ(cm)

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ

軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ

施　　工　　箇　　所

14-1 無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

※普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ又は混合ｾﾒﾝﾄのA種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（表6.3.1）

※粗骨材の最大寸法　25(mm)以下
14-3

14-2

※かぶり厚さは目地底から算定する。鉄筋のかぶり厚さ

・耐久上不利な箇所の鉄筋のかぶり厚さは下表による。

施　工　箇　所　等

柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打増し面

表5.3.6の値に加える数字(mm)

帯　　　　　筋

梁貫通孔の補強

・建設技術評価制度「鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の梁貫通補強材の開発」において評価を取得したもの又は、

(財)日本建築ｾﾝﾀｰの評価を受けたもの

機械吊上げ用ﾌｯｸ

・H形　　　・MH形　　　・M形

1-4 ｺﾝｸﾘｰﾄの強度 普通ｺﾝｸﾘｰﾄの設計基準強度

適　用　箇　所

1-4 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの設計基準強度

適　用　箇　所

・16 ・18 ・21 ・24

3-5

圧接完了後の試験4-9 ※超音波探傷試験　　　・引張試験

1-1

2-2

・A形　　　・B形　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(図1.1)

7-1

7-3 ・A種　　　・B種　　　・C種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表7.4)(図7.6)

F28

・１８

・２１

・２４

・２７

設計基準強度Fc(N/mm)

設計基準強度Fc(N/mm)

※H形　　　・W-Ⅰ形　　・SP形　　　　 　　　　　　　                        (図2.2)

2-5 ｺﾝｸﾘｰﾄの仕上がり ・部材の位置及び断面寸法の許容差　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表6.2.2)

・仕上がりの平坦さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表6.2.4)

1-5 ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ ※Ⅰ類　　　・Ⅱ類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表6.1.1)

技　　能　　士

適用工事種別 作業の種別

5-2

ｺﾝｸﾘｰﾄ工事(・左官　　　・型枠施工)

鉄筋工事　(・鉄筋施工)

鉄骨工事　(・とび)

防水工事　(・防水施工)

石工事　　(・石材施工)

ﾀｲﾙ工事 　(・ﾀｲﾙ張り)

木工事　　(・建築大工)

金属工事　(・内装仕上げ施工(鋼製下地))

左官工事　(・左官)

建具工事　(・ｻｯｼ施工　　　・ｶﾞﾗｽ施工)

屋根及びとい工事(・建築板金　　　・ｽﾚｰﾄ施工)

(・ﾌﾞﾛｯｸ建築　　　・ALCﾊﾟﾈﾙ施工　　　・ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工)

ﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈﾙ工事・PCｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

塗装工事　(・塗装)

内装工事　(・内装仕上げ施工(床、天井仕上げ等)　　　・表装)

植栽工事　(・造園)

・適用する　　　　　・適用しない

・全て

・全て

・全て

・全て

・全て

・全て

・全て

・全て

・全て

・全て

・全て

・全て

・全て

・全て

・全て

4-1 環境への配慮

・主要資材納入一覧表(指定用紙)

本工事に使用する材料は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、ＪＩＳ

のとする。

（１）品質及び性能に関する試験データーが整備されていること。

（２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

（３）安定的な供給が可能であること。

（４）法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

（５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明と

また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品

を使用する場合は、監督職員の承諾を受ける。

及びＪＡＳマークの表示のない材料及びその製造者等は、次の（１）～（６）の事項を満たすも

なる資料又は外部機関（（社）公共建築協会他）が発行する資料等の写しを監督職員に提出して

（６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。

承諾を受けたものとする。

※処理方法、処理場等は現場説明書による　　　　・構外搬出適切処理

工事に使用する材料は、ｱｽﾍﾞｽﾄを含まないものとする。

特記仕様書

工事名称 工事

建築工事特記仕様書

1
一
般
共
通
事
項

2
仮
設
工
事

工
事

鉄
7

骨

6
ｺ
ﾝ

ﾘ
｜
ﾄ
工
事

2-4 足場

種別　※A種　　　・B種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 (表18.3.1)

Ｓ

2

床 下 防 湿 層

砂　利　地　業

施工箇所　※建物内土間床版及び土間ｺﾝｸﾘｰﾄ(ﾋﾟｯﾄ下を除く)

防湿層　　・ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑァ0.15m/m　重ね幅及び基礎梁際ののみ込み　縦・横共250mm以上

既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭地業 杭頭の切断方法　　※外圧方式　　　・ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｶｯﾀｰ方式　　　

6-3

6-5

6-6

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ地業

1-3 排土、排水等は、関係法令等に従い、適切に処理する。施　工　一　般

3-1

厚さ(mm)　※50　・　　　　　設計基準強度(N/mm)　・18　　　ｽﾗﾝﾌﾟ(cm)　・15　・18

※再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ　　　・切込み砂利及び切込み砕石　　　厚さ(mm)　※60　・　

工

4
地
業

鉄 筋 の 種 類

種類の記号 径(mm)

(表5.2.1)2-1

※SD295A

※SD345

・SD390

・D10　　　・D13　　　・D16　　　・D

・D19　　　・D22　　　・D25　　　・D29　　　・D

・D29　　　・D

2-2 溶　接　金　網

網目の形状、寸法 鉄線の径(mm)

・

3-4

工

5

筋

鉄 筋 の 継 手

部　　　位 接合方法 径(mm)

柱・梁の主筋

そ 　の 　他

・D19　・D22　・D25　・D29

※重ね継手

※ｶﾞｽ圧接

(表5.3.3)

※柱に取り付ける梁の上端筋、下端筋の定着長さは、40d(軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は50d)と表5.3.4

　の定着長さのうち大きい値とする。

鉄 筋 の 定 着

事

事

鉄

別
図
・
各
部
配
筋

ｸ

構造　　　　・鋼板製　　　　・波形ｶﾗｰ鉄板　　　　・コンパネ　高さ　　1.8　m

・D10　・D13　・D16　・D19

※20

0

3

18

24

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上(ｸﾘﾔｰ仕上部分)

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上(ｸﾘﾔｰ仕上部分以外)

SS400

種別　※A種　　・B種　　・C種　適用箇所(　　　　　　　　　　　　　　　　)　(表14.2.2)

施工中の安全確保及び環境保全

る。

合計

・要(　部)　・不要　　　　縮小製本図　　・要(　部)　　・不要1 1

・１８ 0 18

15

STK400

・２１ 3 24

SN400C

SL=15

工　事　用　水

工事名称、発注者等を示す表示板　※設ける　　・設けない

構内既存の施設　　　・利用できる(※有償・無償)　　　・利用できない

工事完了後建物引渡し前に全体の清掃跡片付けを行う。清掃跡片付け

工 事 用 電 力

構内既存の施設　　　・利用できる(※有償・無償)　　　・利用できない

仮設現場事務所等 仮設現場事務所等及び作業スペースの行政財産の目的外使用許可申請　※要　・不要
使用料　・有償　・減免(減免割合10割)

の作業は、｢手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準｣の２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり

更に外部足場（枠組足場、手すり先行専用足場、登り桟橋含む）には、全周囲にネット状養生シート
を設ける。

先行専用足場により行うこと。

　足場を設ける場合は、｢｢手すり先行工法に関するｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ｣について｣（厚生労働省基発第0424001号
平成21年4月24日）の｢手すり先行工法等に関するｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ｣により、｢働きやすい安心感のある足場に関
する基準｣に適合する手すり、中さん及び巾木の機能を有する足場とし、足場の組み立て、解体又は変更

備品等の設置

備品の種類

備品の種類

備品の種類

机・いす 書　　　棚 黒　　　板 掛　時　計

数　　　量

数　　　量

温　度　計 ｺﾞﾑ長ぐつ 雨がっぱ 保　護　帽 懐中電灯

　　　　組 　　　　台 　　　　個 　　　　台 　　　　個

　　　　個 　　　　足 　　　　個 　　　　個

加入電話の付

属電話器

　　　　着

衣類ﾛｯｶｰ 冷暖房機器 消　火　器 湯　沸　器

数　　　量 　　　　個　　　　台 　　　　人用 　　　　台 　　　　台

備品の種類

数　　　量

掃　除　具

　　　　個

パソコン

監督職員事務所3-1 ・設ける（　10.0　㎡）　　　※設けない　　　　　　

監督職員事務所の備品等

1.敷地の位置　　　　　地名番地

集会所

(B) 高さ 　　床高GL+　　　　　軒高GL+　　　　　最高の高GL+

柱,水平トラス

Ａ－０１

　　　　　　　　　　　　構造設計一級建築士4181 前川浩二
一級建築士138015 　長崎県知事登録 第（19）-10630号

佐世保市横尾町1664　　　　　 TEL0956-25-7308

㈱ 前 川 建 築 事 務 所担
　
　
当

係
　
　
長

主
 
　
　
幹

課
　
　
長

担
　
　
当

日月年年月日

S=1:50

建築工事特記仕様書（１）

立神広場整備（補強等）改修工事

立神 広場整 備（ 補強等 ）改 修工事

佐世保市立神町２３－３５

工業地域

レンガ造 1階

200 3,830 7,240

　　　　　　　㎡

   182　㎡

   182　㎡

   182　㎡    182　㎡

   182　㎡   182　㎡

展示場

令和

（建築工事編）令和４年版（以下「標仕」とする。）による。

として監督職員が認めたもの　　　・　人程度

受入れ施設名

受入れ場所



・可とう形外装薄塗材 E

・防水形外装薄塗材 E

・可とう形複層塗材 CE

・防水形複層塗材 RS

・防水形複層塗材 CE

・防水形複層塗材 E

合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水

(mm) 磁　器

形状・寸法

せっ器 陶　器 施ゆう 無ゆう 標　準 特　注

※以下のいずれかとする。※以下のいずれかとする。

水平せん断性能

合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

・こて塗用軽量塗材

・軽量骨材仕上塗材 ・吹付用軽量塗材

・防水形複層塗材 RE

開閉方式による区分

自閉式上吊り引戸装置

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ材塗り 厚さ(mm)種　　　　　類 施　　工　　箇　　所

・石こう系　　　・ｾﾒﾝﾄ系 ※ 10　　 　

仕上塗材仕上げ

種　　類 工　法 上　　塗　　材呼び名 仕上げの形状

・薄付け仕上塗材

・複層仕上塗材

・外装薄塗材 E

・内装薄塗材 E

・外装薄塗材 S

・内装薄塗材 W

・砂壁状

・着色骨材砂壁状

・砂壁状じゅらく

・砂壁状

・砂壁状

・ゆず肌状

・さざ波状

・ゆず肌状

・さざ波状

・凹凸状

・京壁状じゅらく

吹付け

吹付け

吹付け

吹付け

吹付け

吹付け

吹付け

ﾛｰﾗｰ

ﾛｰﾗｰ

・複層塗材 CE

・複層塗材 Si

・複層塗材 E

・複層塗材 RE

・複層塗材 RS

・ゆず肌状

・ゆず肌状

・ゆず肌状

・ゆず肌状

・ゆず肌状

・凸部処理

・凸部処理

・凸部処理

・凸部処理

・凸部処理

・凹凸模様

・凹凸模様

・凹凸模様

・凹凸模様

・凹凸模様

ﾛｰﾗｰ

ﾛｰﾗｰ

ﾛｰﾗｰ

ﾛｰﾗｰ

ﾛｰﾗｰ

吹付け

吹付け

吹付け

吹付け

吹付け

耐候性　※耐候形3 種

・

あり

種類　※水系ｱｸﾘﾙのつや

4-2

5-2 (表15.5.1)

項　　　目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項節

1-2 木　　　　材

2-1 木材の含水率　※A種　　　・B種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表12.2.1)

造作材の等級　※A種　　　・B種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表12.2.2)

表面仕上げ　　・A種　　　※B種　　　・C種　　　　　　　　　　　　　　　　 (表12.1.1)

2-1 ｽﾃﾝﾚｽの表面仕上げ

・

種　　　類 施工箇所(手摺、ﾀﾗｯﾌﾟ、建具以外)

材質　※SUS304　　　・SUS430

4-2 軽量鉄骨天井下地

屋内　※19型　　　・25型

4-4

5-2 軽量鉄骨壁下地

野縁等の種類　屋外　・19型　　　※25型　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (表14.4.1)

種　　類 種　　　別 表面処理の種別

手　摺
・ｽﾃﾝﾚｽ　SUS304

・ｽﾃﾝﾚｽ　SUS304

・鋼製
ﾀﾗｯﾌﾟ

・50形　　　・65形　　　・90形　　　・100形　　　　　　　　　　　　　　　　(表14.5.1)

・HL程度

※溶融亜鉛ﾒｯｷC種　

・No.2B程度

・ﾊﾞﾌ仕上げ

・鏡面仕上げ

2-2 ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ

合金の表面処理

(表14.2.1)

・B-1種(無着色)

・

種　　　別 施工箇所(成形板、笠木、建具以外)種　類

※ B 　

※ B 　・B-2種(・ﾌﾞﾗｳﾝ系・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

2-3 (表14.2.2)

表面処理方法 種別 施工箇所(手摺、ﾀﾗｯﾌﾟ以外)

・A種

・B種

・C種

・D種

・E種

・F種

種　　別 厚　　さ(mm) 施　工　箇　所仕上塗料(露出の場合)

※1.2

※2.0

※ｶﾗｰ

・ｼﾙﾊﾞｰ

塗　膜　防　水

ｼ　ｰ　ﾘ　ﾝ　ｸﾞ

施　　工　　箇　　所種　類(記号)

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の目地寸法

箇　　所

深さ(mm)

幅　(mm) ※20 以上

※10 以上

※10 以上

ｺﾝｸﾘｰﾄ打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地 左記以外

施　工　箇　所 種　　　別 ﾒｯｼｭ 仕　　　上

2-1 天　　然　　石 (表10.2.1)(表10.2.2)

施　工　箇　所 品　　質 産地、名称 仕上げの種類

・1 等　・2 等

・1 等　・2 等

・1 等　・2 等

2-1 ﾃ　　ﾗ　　ｿﾞ 種石の種類　※大理石

外壁湿式工法

表面仕上げ　・粗磨き　　　・水磨き　　　・本磨き　　　　　　　　　　　　　　(表10.2.2)

ﾄﾞﾚﾝﾊﾟｲﾌﾟ の材質　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304

石裏面処理　※行う　　　・行わない

裏打ち処理　・行う　　　※行わない

下地ごしらえ　※流し筋工法　・あと施工ｱﾝｶｰ工法　・あと施工ｱﾝｶｰ・横筋流し工法

一般目地へのｼｰﾘﾝｸﾞ材の適用　・適用する　　　※適用しない

3-2

3-2

3-3

3-3

4-2 内壁空積工法 裏打ち処理　・行う　　　※行わない

下地ごしらえ　・あと施工ｱﾝｶｰ工法　　　※あと施工ｱﾝｶｰ・横筋流し工法4-3

5-2 乾　式　工　法 裏打ち処理　・行う　　　※行わない

6-2 床 の 石 張 り 石裏面処理　※行う　　　・行わない

屋内のﾜｯｸｽ掛け　※行う　　　・行わない1-5

石裏面処理　※行う　　　・行わない7-3 笠木,甲板等の石張り

乾式工法での石裏の補強用ﾓﾙﾀﾙ　・適用する　　　※適用しない7-3

・有り　・無し

・有り　・無し

2-1 陶磁器質ﾀｲﾙ ﾀｲﾙの種類

施工箇所
き　　じ うわぐすり 役　　物 色

工　　法
有 無

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・※

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・※

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・※

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・※

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・※

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・※

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・※

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・※

種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表11.4.1)

適用ﾀｲﾙ形状 ﾀｲﾙ型枠先付け面のせき板の種別種　　　別

小口ﾀｲﾙ

二丁掛ﾀｲﾙ

大形ﾀｲﾙ

・ﾀｲﾙｼｰﾄ法

・目地桝法

3-3 後 張 り 工 法 種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表11.3.2)

適用ﾀｲﾙ形状・寸法(mm) 躯　体　表　面 工　　法下地ﾓﾙﾀﾙ塗り

・小口ﾀｲﾙ ※密着張り

・二丁掛ﾀｲﾙ

・

(高圧水洗)

・ ・

・改良圧着張り

・

・

・壁ﾀｲﾙ接着剤張り

試験張り,見本焼き等2-1

・MCR 工法

・目荒し工法

・在来工法

・1 等　・2 等

・1 等　・2 等

見本焼き　・行う　　　※行わない

試験張り　・行う　　　※行わない

材　　種 呼　　径 仕上げ 備　　考

塗装　・有・無

樋

竪

軒

樋

と　　　　い

とい受け金物　※表13.5.2　・　　　　　　　　　材質　※ｽﾃﾝﾚｽ　・亜鉛ﾒｯｷ鋼鈑製

・行わない

ﾙ ｰ ﾌ ﾄﾞ ﾚ ﾝ (表13.5.1)

施　　工　　箇　　所種　　　　　別

陽極酸化皮膜の着色方法　※二次電解着色

・三次電解着色

(表14.2.1)金属成形板張り

材　　種 製法 寸法(mm) 表面処理

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ

・

・押出し

・ﾛｰﾙ

・ﾌﾟﾚｽ ﾊﾟﾈﾙ形

形　　状

ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ形 板厚

板幅

・B-1種

・B-2種(・ﾌﾞﾗｳﾝ系・ﾌﾞﾗｯｸ・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

・

伸縮調整継手　・設ける　　　・設けない

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木

表面処理　※A-1種又はB-1種　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (表14.2.1)

取付用下地　　※１４章４節による　　　・図示

2-3 網　　　　　戸

5-4 ｽﾃﾝﾚｽ製建具

曲げ加工　　※普通曲げ　・角出し曲げ5-5

木　製　建　具

1-4 建具見本の製作等

・工事に使用するものとして、あらかじめ製作するもの

・納まり等が分かる程度のもの

※行わない

2-2 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具 外部に面するｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具の性能等級　　　　　　　　　　　　　　　(表14.2.1)(表16.2.1)

耐風圧性

気密性

水密性

枠の見込み寸法(mm)

・B種 ・C種

・

・

表面処理

建具見本の製作　・行う

建具の仮組　　　・行う　　※行わない

4-3 鋼製軽量建具

網の材種　・合成樹脂製　　　・ｽﾃﾝﾚｽ製　　　・ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製

・HL程度・No.2B程度・ﾊﾞﾌ仕上げ・鏡面仕上げ

章

3-2 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ防水 防水層の種別 種　　別 施　工　箇　所

・AS-1

・AS-2

4-2

4-3

・S-F1

・S-F2

5-3

6-2

6-3

※10 以上

6-5

3-2

※6.9.3(b)(2)

・改良積上げ張り

粘土瓦葺 ※JIS　A　5208（粘土瓦）

桟木の防腐処理　※行う　　　　・行わない

大　き　さ

種　　　類

産　　　地

8-2

8-3

6-1

6-2

6-3

6-3

7-2

点　　検　　口

・450×450

形式 材　　　種 寸　法 形　　　　　式

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 外枠 内枠

・

・額縁ﾀｲﾌﾟ

・目地ﾀｲﾌﾟ

・額縁ﾀｲﾌﾟ

・目地ﾀｲﾌﾟ
般

・

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

・ｽﾃﾝﾚｽ鋼製

・鋼製

・結露防止形

・屋内外用　　・屋内用

天井

床

※600×600

・450×450

※600×600

箇　　所

・A種

・S-4 ・S-5 ・S-6

・A-3

・W-4

・70　　　・100

・A-4

・W-5

・100

6-2樹種　　　　　※各節の規定材

工　　　　法

鉄鋼の亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき

召合せ、縦小口包み板等の材質　※鋼板　　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金の押出形材

長尺金属板葺き 施工箇所 屋根ぶき形式 鉄板種類 鉄板厚さ 下ぶき 備　　考2-1

3-1 折　　板　　葺

2-2

等　　級

単材の樹種

・

2-2

・使用する　適用範囲 (                                                           )

化粧ばり造作用集成材の適用

造作用集成材及び単板積層材の適用

・使用する　適用範囲 (　                                 ) ※使用しない

※見掛かり1 等

集成材 単板積層材

表面の品質

防虫処理

※天然木化粧加工

※見付け材面1等

2-2

材面の品質

強度等級

樹種名

接着性能

※使用しない

集　成　材　等 構造用集成材及び単板積層材の適用

・使用する　適用範囲 (　                                 )

集成材 単板積層材

※2種

樹種名

曲げ性能

材　　　料

2-2 素地ごしらえ

2-3

2-4

2-5

2-6

2-7

錆止め塗料塗り3-3

4-2

4-4

5-2

・次の箇所を防火材料とする(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

1-5 見　　　　本

鉄鋼面の種別　　　　　・A種　・B種　※C種　　　　　　　　　　　　　　　　　 (表18.2.2)

亜鉛ﾒｯｷ 面の種別　　　・A種　・B種　・C種　　　　　　　　　　　　　　　　　 (表18.2.3)

ｺﾝｸﾘｰﾄ,ALCﾊﾟﾈﾙ及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面の種別　・A種　※B種　　　　　　(表18.2.5)(表18.2.6)

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ及びその他ﾎﾞｰﾄﾞ面の種別　　　・A種　・B種　　　　　　　　　　　(表18.2.7)

塗料の種類　　※1種　・2種

ＳＯＰ

ＣＬ ｸﾘﾔｰﾗｯｶｰ塗り　　　　　　　　　　・A種　※B種　　　　　　　　　　　　　　　　(表18.5.1)

鉄鋼面合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ 塗り　　・A種　※B種　　　　　　　　　　　　　　　　(表18.4.2)

防　火　材　料 ・使用する　　・使用しない

合板類

2-6

4-2

5-2

5-3

5-2

※F☆☆☆☆　　

※1.5・S-M1

※1.5・S-M2

・S-M3

・簡易接着性試験　　　・引張接着性試験(部位　　　　　)

外装ﾀｲﾙ

内装ﾀｲﾙ

・改良積上げ張り

保 存 処 理 木 材

1-4

日本農林規格に規定する保存処理の性能区分のうち、k3以上の防腐処理及び防蟻処理が

接着性能

厚さ

単材の寸法 厚さ

化粧薄板の樹種

化粧薄板の厚さ(mm) 化粧薄板の寸法

接　着　剤

(表13.5.1)

掃除口　　　　　　・設ける　　　・設けない

天井ふところの振止め補強(1.5m以上の場合)

屋外の軒天井、ﾋﾟﾛﾃｨ天井等の補強　・行う　　　・行わない

吹付け

こて塗り

砂壁状

平たん状

表面仕上げ　※HL仕上げ　・No.2B程度　・ﾊﾞﾌ仕上げ　・鏡面仕上げ　・　　　　　 (14.2.1)

種別　・A種　　　※B種　　　・C種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表16.6.1)

施されているもの。

手すり及びﾀﾗｯﾌﾟ

心材の樹種

寸法

防水層の種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（表9.4.1）

※1.2

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表9.6.1)

・桟木法

型枠先付け工法4-2

代用樹種を適用しない箇所 (　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 )

※研磨無し　・HL程度　・ﾊﾞﾌ仕上げ

・次の箇所を除き防火材料又は建築基準法の基づく基材同等の認定表示のあるものとする。

ﾛｯｸｳｰﾙ吹付け 種　　　　類 厚　　　　さ(mm)色　　　　彩

・ 一般用　 　 ・着色　　　・原色

 (ｼｰﾘﾝｸﾞ面に仕上塗材仕上げを行う場合は、ｼｰﾘﾝｸﾞ材が硬化した後に行うものとし、塗重ね適

合性を確認し、必要な処理を行う。)

5-2 ※屋内の壁及び天井の防火材料は建築基準法に基づき指定又は認定を受けたもの。

5-3

7-3

6-2

塗り厚　　・20mm　　　・11mm

石こうﾌﾟﾗｽﾀｰ塗り ※JIS-A-6904（石こうﾌﾟﾗｽﾀｰ）

・10　　　・15　　　・20　　　・25

・行う　適用範囲（　　　　　　　　　　　　　　）　　　　・行わない防　蟻　処　理

接着剤は、接着する材料に適したものとする。

集成材等、床張り用合板､接着剤

※F☆☆☆☆　　

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

2-9

2-8 防腐剤は､環境に配慮した表面処理用防腐剤とし､種類及び品質は特記による｡防腐処理

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2-4

ホルムアルデヒド放散量の等級

ﾏｽﾀｰｷｰの製作　※製作する　　　・製作しない

重量ｼｬｯﾀｰ

開閉機能による種類　※上部電動式(手動併用)　　　・上部手動式　　　　　　　(表16.10.1)

ｼｬｯﾀｰｹｰｽ(防火、防煙以外のもの)　・設ける　　　・設けない

軽量ｼｬｯﾀｰ

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ ｾｸｼｮﾝ材料による区分 収納形式による区分 ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙの材料

※ｽﾁｰﾙﾀｲﾌﾟ　・ｱﾙﾐﾆｳﾑﾀｲﾌﾟ

・ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽﾀｲﾌﾟ

※ﾊﾞﾗﾝｽ形

・ﾁｪｰﾝ式

・電動式

・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ形　・ﾛｰﾍｯﾄﾞ形

・ﾊｲﾘﾌﾄ形　・ﾊﾞｰﾁｶﾙ形

※溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼鈑

・ｽﾃﾝﾚｽ

・

障害物感知装置 障害物感知装置の構造について

電動式のｼｬｯﾀｰ(ﾄﾞｱ)に使用する障害物感知装置の構造は、以下による。

10-2

10-2

10-2

11-2

11-4

12-2

12-3

8-2 自動ﾄﾞｱ開閉装置 ・センサーの種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※補助センサー

9-1 建具の種類　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　・鋼製　・鋼製軽量　・ｽﾃﾝﾚｽ製　・木製

※ストッパー付

ｽﾗｯﾄの形状　・ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ形　　　・ｵｰﾊﾞｰﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ形　　厚　・0.8　・1.0

ｼｬｯﾀｰの種類　・一般重量ｼｬｯﾀｰ　・外壁用防火ｼｬｯﾀｰ　・屋内用防火ｼｬｯﾀｰ　・屋内用防煙ｼｬｯﾀｰ

開閉形式　　　・上部電動式(手動併用)　　　※手動式　　　　　　　　　　　　(表16.11.1)

7-4

10-2

※自動閉鎖型　　　　・二段降下方式

建具の種類 材　　　　　　　　　　質

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

鋼　　製 ※ｼｰﾘﾝｸﾞ材

・ｶﾞｽｹｯﾄ(※ｸﾞﾚｲｼﾞﾝｸﾞﾁｬﾝﾈﾙ形　・　　　　　　)　　　・ｼｰﾘﾝｸﾞ材

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材木　　製

ｽﾃﾝﾚｽ 製

か　　ぎ　　箱

13-2 ｶﾞﾗｽ留材

ホルムアルデヒド放散量は特記がなければＦ☆☆☆☆とする。1-3

亜鉛ﾒｯｷ 面錆止め塗料塗り　※A種　・B種　・C種　　　　　　　　　 　(表18.3.2)(表18.3.4)

　　適用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・

工
事

15
左
官

特記仕様書
12
木
工
事

14
金
属
工
事

工
事

9
防
水

10
石
工
事

11
ﾀ
ｲ
ﾙ
工
事

工
事

16
建
具

13
屋
根
及
び
と
い
工
事

工
事

塗
装

18

・

・密閉形

一

形

・

・一般形　　　・密閉型

・

・有り　　・無し

鋼管製といの防露　※行う　施工箇所　※表13.5.4による　・　　　　　　　　　　(表13.5.4)

鉄鋼面錆止め塗料塗り　　・A種　・B種　　(塗料・A種　・B種(表18.3.1))　　　　(表18.3.3)

ＮＡＤ6-2 ｱｸﾘﾙ樹脂系非水分散形塗料塗り　　・A種　※B種　　　　　　　　　　　　　　　　(表18.6.1)

 7-2 　ＤＰ

 7-3

鉄鋼面耐候性塗料塗り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 (表18.7.1)

亜鉛めっき鋼面耐候性塗料塗り　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 (表18.7.2)

ＥＰ－Ｇ

ＥＰ

ＵＣ

ＥＰ－Ｔ

9-2

10-2

11-2

つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ 塗り　・A種　※B種　　　　　　　　　 　　　　　　 (表18.8.1)

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ 塗り　　　　・A種　※B種　　　　　 　　　　　　　　　　 (表18.9.1)

合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ模様塗料塗り　　　・A種　※B種　　　　　　　　           　　(表18.10.1)

木部ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ 塗り　　　　　　・A種　※B種　　　　　　　　　　　　　　　 (表18.11.1)

 8-2

 7-4 ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面耐候性塗料塗り　　　　　　　　　　　　　 　　　 (表18.7.3)

仕上塗材　※平滑仕上げ　・防滑仕上げ

使用材料は、監督職員の承諾を受ける。

14-2

材質　　　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

ＯＳ

ＷＰ

ｵｲﾙｽﾃｲﾝ 塗り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (表18.12.1)

13-2 木材保護塗料 塗り　  　　　 　　・A種　※B種　 　 　　　　　　　　　　　　 (表18.13.1)

ﾏｽﾁｯｸ 塗材塗り　　　　　　　　　・A種　・B種　　　　　  　　　 　　　　　　(表18.14.1)

12-2

屋　根 ｳﾚﾀﾝ塗膜　X2工法 カラー

本磨き御影石　t=20

塗装・有・無　・ｶﾗｰ

塗装・有・無　・ｶﾗｰ

部材の種類　・200形　　　・300形　　　・350形　　　　　　　　　　　　　　　 (表14.7.1)

・ｱﾙﾐ製

外部に面する建具　※B-1種　・B-2種(・ｼﾙﾊﾞｰ　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

屋内の建具　　　　※C-1種　・C-2種(・ｼﾙﾊﾞｰ　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

・JIS A 6021 10年保証

面　台

小屋組材

本屋根,下屋 瓦棒葺き カラーガルバリウム鋼板 t=0.5

50

アルミパネル窓

外部水平トラス

漆喰塗り・

・外壁クリヤー　２液性樹脂クリヤー　　((株)セイエイ　ルーフガード同等)

・RB種

・RB種(漆喰面)

木部の種別　　　　　　・A種　・B種　　　　　・RB種　　　　　　　　　　　　　　(表18.2.1)(改修標準仕様書7.2.1)

(改修標準仕様書7.2.1)

(改修標準仕様書7.2.1)ﾓﾙﾀﾙ及びﾗｽﾀｰ面の種別　・A種　※B種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表18.2.4)

立神広場整備（補強等）改修工事

　　　　　　　　　　　　構造設計一級建築士4181 前川浩二
一級建築士138015 　長崎県知事登録 第（19）-10630号

佐世保市横尾町1664　　　　　 TEL0956-25-7308

㈱ 前 川 建 築 事 務 所担
　
　
当

係
　
　
長

主
 　
　
幹

課
　
　
長

担
　
　
当

日月年年月日

建築工事特記仕様書（２）
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令和



ﾎﾞｰﾀﾞｰ部及びｽﾛｰﾌﾟ

※500×500

・

・

帯電防止床ｼｰﾄ、床ﾀｲﾙ

9

誘導用床材及び注意喚起用床材

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ及びMDFの

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

章 項　　　目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項節

階 段 滑 止 め

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ 施工箇所

高さ(mm) ・

床仕上げ材

・帯電防止ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・

※一般部分の仕様に準ずる

・図示

ﾌﾞ ﾗ ｲ ﾝ ﾄﾞ

ｽﾗｯﾄ

※横形ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ ・縦形ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金

※ｷﾞﾔ式　・ｺｰﾄﾞ式開閉方式

ｽﾗｯﾄの成形幅(mm) ※25 ・80　・100

ｶ ｰ ﾃ ﾝ ﾚ ｰ ﾙ

ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝﾄﾞｱ

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

・ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 　種類　※ほうろう

旗 竿 受 金 物 材種　※ｽﾃﾝﾚｽ鋼(SUS 304)

取付工法　※埋込み工法　　　・接着工法

・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

心材の材質

表面材の材質

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金・ｸﾛｽ(・一般・防炎)

形　　式

ﾌﾞﾗｹｯﾄ種別　(　　　　　　　　)　形状　(　　　　　　　　型　・交差ﾗﾝﾅｰ)

材種　・木製　　　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製(色彩　・ｼﾙﾊﾞｰ　・着色)

表面材　※ﾋﾞﾆﾙﾚｻﾞｰ張り(防炎加工)　　

天 井 廻 り 縁 材種　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　　　・塩化ﾋﾞﾆﾙ製　　　・木製

その他　・線　　・文字　　・ﾁｮｰｸﾎﾞｯｸｽ

・黒板　　　　材質　　※鋼製(枠ｱﾙﾐ製)

その他　・線　　・文字　　・ﾏｼﾞｯｸ溝

2-10 表　　　　示 区　　分 印刷等の種別 色　　彩 書　　体

・室名札

・・ﾋﾟｸﾄｸﾞﾗﾌ

・とびら番号

・

・庁舎案内板

・各階案内板 ・

・

・ｽﾃﾝﾚｽ製

・

・

鋼製書架及び棚 形　　式

・固定式

・

品質(参考商品名) 施　工　箇　所

材質・厚さ(mm)

・ｱｸﾘﾙ板

(・5　・　)

・ｼﾙｸｽｸﾘｰﾝ印刷

・ｱｸﾘﾙ板

(・8　・　)

・ｼﾙｸｽｸﾘｰﾝ印刷

2-6

2-2

2-5 ﾄ ｲ ﾚ ﾌﾞ ｰ ｽ

2-3

2-4

可動間仕切り

移動間仕切り

可動間仕切り 移動間仕切り トイレブース

2-12

2-14

黒板及びﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ2-8

9-2 断　　熱　　材

・25

・

・25

・

・

・

※押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ　保温板 3種b

(接地部分)

・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ　保温板 1種2号

・打込み

・接着

種　　　　　類 施工箇所

9-3

難燃性　　※3級　　　・2級

施工箇所　※窓回り等の断熱補修部分、ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ回りの床版下等、部分的に後張りとしなけれ

ばならない箇所

上記保温材は特定ﾌﾛﾝ を含まないものとする。

吸　　音　　材 材　　　種 厚　さ(mm)

・ﾛｯｸｳｰﾙ吸音材(ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包み)

・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音材(ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包み)

・25

・断熱材現場発泡工法

厚さ(mm)　(　　　　　)

仕　　　様

遮音ｼｰﾙ 材　・行う　　　・行わない

壁　紙　張　り 施　　工　　箇　　所 防火性能の級別

・1級　・2級

・1級　・2級

・1級　・2級

・1級　・2級

・1級　・2級

品質(参考商品名)

7-2

7-3

8-2

2-2

ﾊﾟｲﾙ長さ(mm)

ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄ ・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ　・ﾏﾙﾁﾚﾍﾞﾙﾙｰﾌﾟ

・ﾚﾍﾞﾙﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・

ﾆｰﾄﾞﾙﾊﾟﾝﾁｶｰﾍﾟｯﾄ

種　　　類 厚さ(mm) 製　造　所

種　類 種別 ﾊﾟｲﾙ形状 電気抵抗 品質寸法 総厚さ

(mm) (mm)

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ ・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ ※6.5 ※適用しない

・

(参考商品名)

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 色柄 厚さ(mm)

※2.5

2-2 ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・帯電防止床ｼｰﾄ

・帯電防止床ﾀｲﾙ ・

・2.0

・

・体積抵抗値 1.0×10 　以下 

・ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ系

・

・ ・

2-2 ﾋﾞﾆﾙ幅木 材　　　種 厚　さ(mm) 高　さ(mm)

※軟質　　・硬質

種類

・一般・耐水 ・有・無

・一般・耐水 ・有・無

接着剤 ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

施　工　箇　所

(ﾉﾝｱｽﾍﾞｽﾄ系)

5-2 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ張り

・天然木化粧　　(・複合1種ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ　・複合2種ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ　・複合3種ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ)

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 　　　(・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ　　・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ　　・ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ)

ｶｰﾍﾟｯﾄ敷き

種　　　類 種別 ﾊﾟｲﾙ形状

織じゅうたん ・A種 ・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

・B種

・C種

・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・ｶｯﾄ,ﾙｰﾌﾟ併用

品質(参考商品名)

工　法

・熱溶接・突付け

・熱溶接・突付け

施工箇所

※1.5 ※60　　　・75　　・100

4-3

4-3

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

(表19.3.1)3-3

3-3

3-3

3-3

3-3

※1種

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ及び

種　　　類 種　　　別 厚　　さ(mm) 品質・規格

壁

天

井

・ 9.5(準不燃)

・15.0(不　燃)

・ 9.5(準不燃)

・15.0(不　燃)

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・ 9.5(準不燃)

・ 9.5(準不燃)

・
・木目模様

・ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様

・化粧せっこう

ﾎﾞｰﾄﾞ

普　通

立　体

模　様

※内部用

・軒天用

・ﾛｯｸｳｰﾙ

化粧吸音板

・無石綿けい酸

ｶﾙｼｳﾑ板

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞ

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・

・12.5(不　燃)

・12.5(不　燃)

・ 9.5(不　燃)

・

・木毛ｾﾒﾝﾄ板

畳　　敷　　き

工法　・ﾓﾙﾀﾙ埋込み工法　・釘どめ工法　・接着工法5-3

5-5

5-6 ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ　樹種(　　　　　　　)　厚さ(mm)(　　　　　　　)　大きさ(　　　　　　　)

5-7

その他ﾎﾞｰﾄﾞ及び

合板張り

7-2 (表19.7.1)

釘どめ工法複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞの種別　・A種　・B種　※C種(防湿処理・行う　・行わない)(表19.5.3)

6-2 ・A種　　　・B種　　　・C種　　　・D種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表19.6.1)

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

そ　の　他

（収納・収納家具）

合板類

揮発性有機化学物

の室内濃度の測定

指定した室の測定対象科学物質の室内濃度を測定し、厚生労働省が定める指針値以下であるこ

とを測定して監督職員に報告させること。

測定器

※パッシブ型採取法　　・検知管法　　・検知紙法　　・定電位電解法　　・吸光光度法

測定対象科学物質

・学校施設

・学校以外の施設

測定場所（※図示　　・　　　　　　　）

測定箇所数（　　）箇所

2-1 排　　水　　管

※Ｆ☆☆☆☆　　　

※Ｆ☆☆☆☆　　　

※F☆☆☆☆

接　着　剤

※Ｆ☆☆☆☆　　　

※F☆☆☆☆　　　

仕上げの種類　・薄膜流し展べ仕上げ　・厚膜流し展べ仕上げ　　　　　　(表19.4.4～19.4.7)

種類　　※焼付け　・　　　　　(色彩　・黒　※緑)

材種 　※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　　 ・ｽﾃﾝﾚｽ製

2-2 排水桝及びふた 種　　類 形　　式 錠の有無適用荷重(安全荷重(kgf))

・簡易密閉形(ﾊﾟｯｷﾝ式)

・密閉形(ﾃｰﾊﾟｰ・ﾊﾟｯｷﾝ形)

・中蓋付密閉形

(ﾃｰﾊﾟｰ・ﾊﾟｯｷﾝ式)
・T-20用(5000)

・T- 2用( 500)

・T- 6用(1500)
・有

・無
鋳鉄製ﾏﾝﾎｰﾙふた

2-3

・水封形

埋め戻し用材料

ｸﾞ ﾚ ｰ ﾁ ﾝ ｸﾞ

種　類 形式

普通目 細目

ﾒｲﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁ
ﾒｲﾝﾊﾞｰ

の上面形状用　途 適用荷重

平型 凹凸型

・歩行用

・T- 6用

・T-14用

・T-20用

・歩行用

・T- 2用

・T- 6用

・T-14用

・T-20用

・溝ふた用

・ますふた用

・かさあげ用

・U 字溝用
・

鋼　　製

・溝ふた用

・ますふた用

・かさあげ用

・U 字溝用

※受枠付

・
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

ｽﾃﾝﾚｽ製

・・ ・ ・・

・・ ・・

・・ ・ ・・

・・ ・・

・・ ・・

・・ ・ ・・

・・ ・ ・・

・・ ・ ・・

・・ ・ ・・

・A種　※B種　・C種　・D種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (表3.2.1)

その他

　　　・排水用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管継手　　　　・排水用ﾘｻｲｸﾙ硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管

ホルムアルデヒド放散量の等級　　※F☆☆☆☆　　　

・一般・耐水

・一般・耐水

接着剤

・

厚さ

※2.0

ホルムアルデヒド放散量の等級

塗装　※ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り　・ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り　・ﾜｯｸｽ塗り

ホルムアルデヒド放散量の等級

合板類の張付け　・A種　※B種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表19.7.3)

7-3

ホルムアルデヒド放散量の等級

ホルムアルデヒド放散量の等級

幅(mm)　　・約35　・　

ホルムアルデヒド放散量の等級

・　　

ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、パラジクロロベンゼン

ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン

特記仕様書

工
事

装
内
19

ｯ
ﾄ
及
び
そ
の
他
の
工
事

ﾕ
ﾆ

20

そ
の
他

工
事

排
水

21

厚さ(mm) 工法

種　　類 ﾊﾟｲﾙ形状 品質(参考商品名)

・ｶｯﾄ,ﾙｰﾌﾟ併用

※ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ ・10 　以下・7.0

弾性ｳﾚﾀﾝ塗り床

・樹脂ﾓﾙﾀﾙ仕上げ　　　・防滑仕上げ

種　　　　　類

種　　　　　類 性　　　　　能 厚　さ(mm)

種　　　　　類 厚　さ(mm)寸　法(mm)

・塩化ﾋﾞﾆﾙ系 ・300×300 ※30

・2種

・T- 2用※受枠付

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

・・ ・・

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ の目地処理　・継目処理工法　・突付け工法　・目透かし工法　　　(表19.7.5）

※押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ　保温板 2種b

・2.9

材種　　　・ｱﾙﾐ製　　　・真鋳製　　　・ｽﾃﾝﾚｽ製(SUS304)

・屋内

・ﾗﾊﾞｰ付

ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗り床

仕上げの種類　※平滑仕上げ　・防滑仕上げ(ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗り床　ﾕｰﾀｯｸR同等)　　(表19.4.3)
・　MDF

・　高圧ﾒﾗﾐﾝ化粧板

金剛（株）BLL461-454SOR 倉庫
・ 6.0(不　燃)

材種　・遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管(　　　　　)　・硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管(75､100､125､200)　　　　(表21.2.1)

粗目

・屋外

・屋外

便所

※NC

※NC

※無地

※NC

・ 8.0(不　燃)

・不燃ボード吸音板

(有孔ボード)

・ 6.0(不　燃)

・25・50

1　実施工程表 （1）請負者は、工事現場において着工するのに先立ち、工事実施に必要な工程表（以下「実施工程表」

という。）を作成し、係員の承諾を受け提出すること。ただし、軽易な工事については、係員の承諾

を受け提出を省略することができる。

（2）実施工程表上の工程及び工程内容等に変更の必要が生じ、その内容が重要な場合は、変更実施工程表

について上記（1）と同様にする。

Ａ　施工監理

2　施工計画書

3　施工図

6　作業日報の提出

7　工事記録・写真

8　発見物・墨書

（1）着工に先立ち、工事の総合仮設をまとめた施工計画書を作成し、係員の承諾を得た後に監督員に提出

すること。

（2）各工種別に材料工法等を具体的に定めた施工計画書を作成し、係員の承諾を得た後に監督員の承諾

を受けること。

（4）他の工事と関連ある事項については、係員の指示を受け調整すること。

提出すること。

請負者は、施工図を、必要に応じて速やかに作成し、係員の承諾を得ること。

係員の確認を受けて次の工程に移行すること。

（2）係員が指示する場合には、監督員の立ち会いを受けること。

（1）請負者は、工事の進捗が主要な工事段階の区切りまたは係員と協議して定めた工程に達したときは、

（1）工事の進捗状況など現場の状態を係員の指示により報告すること。

（2）請負者は、係員が指示した事項及び係員と協議した事項について正確に記録し、これを系統的に整理

すること。

請負者は、その日の作業の内容を詳細に記し、且つ翌日の作業予定を記した作業日報を係員に提出

（1）請負者は、工事全般にわたって工事の記録写真撮影を行い、監督員が随時閲覧できるよう整理編集

するとともに、工事完了時に写真帳として提出すること。特に、工事完了後に撤去または隠ぺいされ

確認が不可能となる部分については、設計図書通り施工されていることを確認できるように主要な

部分を撮影すること。

（2）提出した写真は、佐世保市に帰属する。

工事中に発見した物、墨書、符号その他参考となる資料はその都度監督員あるいは係員に報告する。

また発見状況のわかる写真撮影をする。（カラー、工事完了後ネガと共に整理して提出する。）

する。

4　施工の立会い、

確認

び記録

5　工事の報告及

1　品質

2　補足材

3　材料検査

4　検査の費用

Ｄ　解体工事

1　範囲

2　準備

3　調査及び解体

4　格納

4　特記事項

1　塗装工事

Ｂ　材料

各工事の補足材は設計図書の数量・寸法によるが、発注前に確認し承諾を受けること。

本工事に使用する材料は、原則として日本工業規格（ＪＩＳ）・日本農林規格（ＪＡＳ）の規格に

適合したもの。

検査に直接必要な費用は、請負者の負担とする。

各種材料については、別に定める材料検査の実施基準に基づく検査を受け、合格したものを使用する

こと。

床改修に伴う、巾木･木製手摺の取外しに関わる範囲とする。（前記以外の解体作業についても、周囲

を破損しない様に作業は丁寧に行うものとする。）

※　巾木･木製手摺は再使用するので、取付に関わる部材･釘等を含め係員の指示による場合を除き

破棄すりことは出来ない。

解体前に通芯を基準とした平面番付を定め、解体する部材全て位置･名称などを記した番号札を付し、

必要な諸調査、実測、写真撮影などを完了する。

準備完了後、一工程ごとに丁寧に解体するが、その間係員が部材寸法、材種、時代区分、破損程度、

仕上げ寸法、各部仕様･痕跡･転用･古材･写真撮影等の諸調査を行うので係員の指示に従い調査協力

する。また、調査のために作業が中断する場合があるが、これにも協力すること。

解体作業中、部材を破損･汚損せぬように養生を施し、当て木･添え板等を使用して解体する。板材の

割れ等が生じないように、また釘を抜く際など部材面に傷をつけないように十分注意して解体する。

栓類も保存するので大切に扱う。解体した部材はその都度釘仕舞をして清掃を行い、同部材毎に整理

し、保存場所に格納する。解体材の保管は担当責任者を設け十分な管理を行う。

上か飼木して置くものとする。

保存場所への格納に際しては、腐朽防止のため木材などを直接地面に置くことを禁ずる。必ず棚の

破損の著しいもの等格納予定のものを廃棄処分に変更するなど解体中の調査で軽微な変更があるもの

とする。

色調に関しては、建設当初の色とする。その為、壁･柱･木部材等場所･部材毎に調査を行い決定する。

よって、色調及び調合に関しては、試験塗を行い必ず係員立会いのもとで決定するものとする。

（1）巾木･木製手摺の再取付工法は、解体工事中に調査を行い既存の工法を確認しそれに準ずる。

（2）化粧モールの構造及び取付工法は、解体工事中に調査を行い既存の構造･工法を確認しそれに準ずる。

こと。

（3）化粧モールの既存部分との取合い、巾木と既存壁との取合い等、必要に応じ既存仕上･下地修復をする

（3）解体調査等により生じた変更等において、軽微な物については設計変更は行わない事とする。

2　部材再取付

工法等

Ｃ　その他

（3) 係員の指示により、実施工程表を補足する週間または月間の工程表及び工種別工程表その他を作成し、

（4）耐震壁など増設刷る場合、取り合い部に金物等付属物がある場合、係員の指示を受け取外し保管する事。
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粘土瓦に葺替え

年月日 年 月 日令和
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当

課
　
　
長

主
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係
　
　
長

担
　
　
当
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レ
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レレ レレ 1,678 875 1,678
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レレ

木柱

3,205 745 3,495 745 3,240

1,
05

0

1,
05

0

1,359 1,512 1,359

2,
60

0

1,
10

0

1,
10

0

3,600 3,880 3,600 3,880

11,080

レ レ

レレ

レ
レ レレ

レレ レ
レ

レンガ臥梁レ レ レ

木梁
1,120 980 1,850 1,850 980 1,120

木柱

3,600 3,880 3,600

11,080

Ａ Ｂ ＢＥＣ ＣＤ Ｄ

Ａ Ｂ ＥＣ Ｄ

5,
41

3

既存木床

3,
83

0
3,

83
0

2,
81

0

現 況 現 況対 策 箇 所 対 策 箇 所

木レンガ 取替え 30 木レンガ 取替え 20

目地劣化 補修 別表 目地劣化 補修 別表

現 況 対 策 箇 所

木レンガ 取替え 30

目地劣化 補修 別表

レンガ目地劣化部分→補修

破損状況調査2

レ ：レンガ造壁

1通り軸組図　S=1:50 8通り軸組図　S=1:50

7通り軸組図　S=1:50
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10

1,
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年月日 年 月 日令和

担
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長
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レ

5,
99

0

レ

3,
83

0

3,020 745 2,995 1,750 3,009 745 2,9161,
05

0

1,
05

0

1,623 745 1,343

2,
05

0

1,
10

0

1,
10

0

レ

5,
99

0

レ

3,
83

0

1,623 745 1,343 3,020 745 3,365 890 3,499 745 2,916
1,

05
0

1,
05

0

1,
05

0

2,
15

0

1,
10

0

1,
10

0

1,
10

0

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

既存木床

2,580 2,420 2,420 2,420 2,420 2,570 3,360

18,190
2,580 2,420 2,420 2,420 2,420 2,570 3,360

18,190

既存木床

2,580 2,420 2,420 2,420 2,420 2,570 3,360

18,190
2,580 2,420 2,420 2,420 2,420 2,570 3,360

18,190

現 況 対 策 箇 所
現 況 対 策 箇 所

木レンガ 取替え 15
木レンガ 取替え 70

目地劣化 補修 別表
目地劣化 補修 別表

レンガ壁補修部分集計

現 況 対 策 箇 所

レンガ破損 取替え 60
モルタル塗

木レンガ

木レンガ 取替え 250

目地劣化 補修 30㎡

現 況 対 策 箇 所
現 況 対 策 箇 所木レンガ 取替え 15

木レンガ 取替え 70目地劣化 補修 別表

目地劣化 補修 別表

レンガ目地劣化部分→補修

破損状況調査3

レ ：レンガ造壁

A通り軸組図　S=1:50 D通り軸組図　S=1:50

B通り軸組図　S=1:50

E通り軸組図　S=1:50
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鉄 骨 構 造 標 準 図

(１)鉄 骨 構 造 標 準 図

１．一般事項 ２．溶接規準図 （注）ｆ：余盛　Ｇ：ル－ト間隔　Ｒ：フェ－ス　Ｓ：脚長
(単位mm)

(４)　フレア－溶接(１)　材料及び検査 (１)　スミ肉溶接

(ａ )　構造設計仕様による ｓ ｔ 1 ｓ
ｔ≦16mm

(ｂ )　適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする。
ｔ 7以下 8～ 10 11～ 13 14～ 16

(ｃ )　社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。
Ｓ ６ ７ 10 12

1 9

●但し片面溶接の場合はＳ=ｔとする(２)　工作一般
ｔ

●ｔはｔ 1、ｔ 2の小なる方とする
ｓ(ａ)　鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得るものとする。 　　余盛は(1+0.1S)mm以下とする

(ｂ )　鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による。 ●軸力が加わる場合の Sは母材とｔ 2

　　同厚とすることが望ましい(ｃ)　高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とする。

(２)　部分溶け込み溶接 (使用箇所に注意 )(３)　高力ボルト接合

ｔ(ａ)　本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない。
Ｄ 1≧ｔ/3 ｔ /4≦Ｓ≦ 10mm

Ｄ 1 Ｄ 1
ｔ≦ｔ 1(４)　溶接接合

Ｓ Ｓ(ａ)　溶接技能者 ｔ ｔ＞16mm2
θ =60゜ θ=60゜溶接技能者は施工する溶接に適応する JIS Z3801(手溶接)又は JIS Z3841(半自動溶接)の溶接技術検定試験 溶接姿勢 Ｆ .Ｖ

に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする。 Ｇ=０

(ｂ )　溶接機器
●両側に補強すみ肉溶接を付加するｔ 1

(イ )　交流ア－ク溶接機 300Ａ～500Ａ (ニ )　炭酸ガスア－ク半自動溶接機 

(ロ )　ア－クエア－ガウジング機(直流 ) (ホ )　溶接電流を測定する電流計

(３)　完全溶込み溶接 (平継手、Ｔ形継手) (5)　フレア－溶接(ハ )　サプマ－ジア－ク溶接機 １式 (ヘ )　溶接棒乾燥器

(ｃ )　溶接方法
θ=45゜

寸法 (mm)ア－ク手溶接　 (ＭＣ) ガスシ－ルドア－ク半自動溶接　(ＧＣ ) ｆ＝ｔ /4

φ Ｂ Ｓfセルフ(ノンガス)シ－ルドア－ク半自動溶接　(ＮＧＣ) ア－クエア－ガウジング　(ＡＡＧ) φ θ
９ ７ ４103(ｄ )　溶接姿勢 Ｓｔ 6＜ｔ＜ 19mmｔR≦ 2
13 ８ 4.5ｔ溶接姿勢 Ｆ.Ｖf
16 ９ ５

プレ－トＧ=0～ 2(裏はつり後裏溶接 ) Ｂ 19 10 ６

●両側に補強すみ肉溶接を付加する  ＡＡＧ 22 11 ７
●フレア－溶接長は、鋼板に接する全長とする

25 12 ８ｆ＝ｔ /44 θ ●9mm～ 16mmは１パス以上、19mm以上は２パス以上とする

ＭＣ ＮＧＣ ＧＣＧ 　溶接棒角度θは30゜～40゜とする
f ｔ mm θ Ｇ ｔ1 Ｌ θ Ｇ ｔ1 Ｌ

6≦ｔ＜12R≦ 2 ｔ 45゜６ ６ ５ 45゜６ ６ ５
下向　Ｆ 立向　Ｖ 横向　Ｈ 上向　Ｏ ※1

ｔ 1 12≦ｔ＜16 35゜９ ９ ８ 45゜６ ９ ８
4A Ｌ 溶接部の性能としてはすみ肉溶接でよいが、施工性を考慮して上向き溶接を回避等の理由で

16≦ｔ 35゜９ ９ ８ 35゜９ ９ ８25mm以上※ 1
溶け込み溶接とするものである。よって超音波探傷試験の対象とはならない。(ｅ)　組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う。 溶接姿勢 Ｆ.Ｖ

●補強すみ肉溶接を付加する(イ)　仮付位置

組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける。
ｆ＝ｔ /4

θ =45゜ (55゜ )
Ｔ形突合せ継手余盛

f のど厚tmm 余盛の高さ mm

2/3tR≦ 2 ｔ≦ 4 １ｔ
5 1/3t 4＜ｔ≦12 ２

f
12＜ｔ≦19 ３仮付不良 良

Ｇ =0～ 2 ｔ＞19 ４

θ=60゜

ｔ ｔ≧19mm
●ＡＡＧ（　）内はＧＣでＦ .Ｈの場合

溶接姿勢 Ｆ.Ｖ
●両側に補強すみ肉溶接を付加する

ｆ≧ 0.5mm(ただし、ｔ≧ 15mm ａ＞4mmの場合
仮付不良 良 のとき4mmとする)

平継手で板厚が異なるとき
θ=45゜ 削り面

(ロ )　完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する。
5

１

f ａ
仮付溶接

ｔ 16 R≦ 2 ｔ ｔ 2

裏はつり側にする。

開先面 Ｇ =0～ 2 Ｇ =0～ 2

（裏はつり後溶接）
（裏はつり後溶接）

ｔ 6＜ｔ≧19mm
●両側に補強すみ肉溶接を付加する(ｆ)　溶接施工 溶接姿勢 Ｆ.Ｖ

(イ )　エンドタブ

Ⅰ）完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の
θ

　　エンドタブを取り付ける。

fⅡ）エンドタブの材質は、母材と同質とする。 0＜ｆ≦ 3
ｔ

Ⅲ）エンドタブの長さは、ＭＣ：３５mm以上 ｔ
R≦ 235mm以上　　ＮＧＣ、ＧＣ：４０mm以上とし特記のない場合は、溶接終了後、

ｔ 1かつ 2ｔ以上
Ｇ　　母材より１０mm程度残し切断して、グラインダ－仕上げとする。

エンドタブ Ｌ Ｌ θは溶接条件等を考慮し
Ⅳ）プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者

25mm以上 30°～ 45°の範囲で決定する。7　　又は工事監理者の承認を得るものとする。
但し梁成がＤ=150mm未満の ＭＣ　ＮＧＣ ＧＣ

(ロ)　裏あて金 場合のスカラップはｒ=20mm
ｔ mm θ Ｇ ｔ 1 Ｌ θ Ｇ ｔ 1 Ｌ

とする　　材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で
6＜ｔ＜12 45゜ ６ ６ ５ 45゜ ６ ６ ５

　　６mm、半自動溶接で９mm以上とする
ｒ10 12≦ｔ≦19 35゜ ９ ９ ５ 45゜ ６ ９ ５

ｒ＝30～ 35mm(ハ )　スカラップ　半径は３０～３５mmと、１０ mm
ｔ＞ 19ｒ 35゜ ９ ９ ８ 35゜ ９ ９ ８ｒ35　　のダブルア－ルとする。
溶接姿勢 Ｆ .Ｖスカ－ラップ

(ニ )　裏はつり

　　規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を

　　励行し、部材に確認マ－クをつける。
f ｆ＝ｔ/4(ホ )　現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部

ｔ　　をいためない様に、養生を行なう。
R≦2

8
ｔ 1

Ｇ
Ｌ Ｌ(５)　塗装

25mm以上
8～ 12コンクリ－トに埋め込まれる部分及びコンクリ－トとの接触面で、コンクリ－トと ｔ

Ｇ一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない。 6～ 8

溶接姿勢 Ｆ.Ｖ

年月日 年 月 日令和
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当
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長
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幹

係
　
　
長

担
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Ｋ形の場合

立神広場整備（補強等）改修工事

注）・躯体寸法および鉄骨寸法は、実測の上最終決定とする。

・鉄骨継手位置および数量は、現場の施工計画を考慮した上で最終決定とする。

・特記なき鋼材は、SS400とする。

・HTB.は、S10T、F8Tとする。

・継手位置は、現場の施工条件に応じて最終決定とする。

・火災予防のため現場溶接はおこなわない。
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あと施工アンカー施　工　要　領　図　

割裂補強筋配筋要領

１．　割裂補強筋は、改修壁の柱・梁に接する面全てに配置する。
1．　コンクリート打設

２．　割裂補強筋は、６φスパイラル型とし、ピッチ、スパイラル径は下記による。
・打設計画は、建物内でのコンクリートの運搬方法、各打込み箇所での打込み、締固めに要する時間、１日の打込み可能量、

３．　継手は、２巻以上の重ねとする。
　絞りまぜ開始から打込み完了までの時間の限度などを考慮して工程に無理が生じないように定める。

壁　厚 スパイラル径 割裂補強筋 備　　　考

１５０ ７５φ ６φ＠５０・コンクリートの運搬方法、突き固め方法等はジャンカ等が発生しないよう打設計画書を提出し監督員と十分打ち合わせの上決定すること。
１８０ １００φ ６φ＠５０・打込み前に既設コンクリート部材表面ののり後は圧搾空気、吸引機、掃除機あるいは水などで十分に清掃する。
２００ １００φ ６φ＠５０

２５０ １５０φ ６φ＠５０・打込み前には、堰板、既設コンクリート表面など打込まれるコンクリートに接する面は水浸しを行い乾燥していないようにする。
2重５００ １５０φ ６φ＠５０・打込みの際は、バイブレーターを使用して念入に締固める。

・打込み後、レイタンスの溜まった箇所はコンクリートの水引き具合いを見計らって除去する。
新設・増設壁上部グラウト要領

・コンクリート打込み時には、下階に監視員を配置し漏水について点検するほか打設も定期的に巡回点検を行う。

１．　特記なき新設・増設壁上部は、グラウトを行う。・コンクリートの余剰水で漏水したものは、スポンジ等で頻繁に拭き取る。

・打込みの際は、振動機を用いるほか、木槌で型枠の外側を軽く叩くなどして密実に締固める。
３

ｋｇ／ｍ・膨張性混和材を用いる場合は、コンクリートを７日間以上湿潤状態に保つこととする。（混和量　３０　　　　　　）
あと施工アンカー あと施工アンカー

１
０

０

・コンクリート打込み後は、コンクリート中の水分が発散しないよう、必要に応じ、型枠面に散水したり、覆いをかけるなどの
割裂補強筋 割裂補強筋

目荒し目荒し　　措置を講ずること。 スパイラル型 スパイラル型

３ ５０・単位セメント量は２９０　　　　以上とする。打設前に流動化剤を用い、スランプ１５ｃｍを２１ｃｍに調整する。ｋｇ／ｍ

２
０

０

２
０

０

既存壁　（流動化剤の混入は１回のみとする。）

2．　その他 グラウト材 グラウト材

新設壁厚 増設壁厚

・グラウト注入部の割裂防止筋はスパイラル筋とする。
新設壁の場合 増設壁の場合

鉄筋記号

記　　号

φ φ φ φ φ φ丸　　鋼 ９ １３ １６ １９ ２２ ２５

異径鉄筋 Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５

５
０

4．　あと施工アンカ－の各部名称

１００

開口補強筋

３ ４

接着系アンカ－

5．　あと施工アンカ－の施工手順

２

接着系アンカ－

埋め込み位置 図面等に基づき係員の指示による。 開口部

４

既存コンクリ－トの穿孔 施工面に直角に、予め墨出しされた位置に

適合したドリルで穿孔する。

孔内清掃 孔内の切り粉やごみを集塵装置やブロア－等できれいに清掃する。

接着系では専用ブラシを用いる。

３アンカ－埋め込み カプセルを孔に挿入する。

１

アンカ－筋に回転・打撃等を与えながら穴底まで垂直に埋め込む。

樹脂が硬化するまで養生する。

接着系アンカ－

開口補強筋標準詳細

Ｌ：　コンクリートの穿孔深さ、または接着系アンカーの埋め込み長さ（８ｄ)
Ｌｅ：　アンカーの有効埋め込み長さ
Ｌｄ：　アンカー筋の全長

（１）接着系アンカー Ｌｎ：　有効定着長さ
Ｄａ：　既存コンクリート躯体への穿孔径

（ナット付）
ｄａ：　アンカー軸部の直径、アンカー筋の呼び名増設補強壁既存躯体

Ｌｅ
アンカー関係共通事項

接着剤 接合面
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2,580 2,420 2,420 2,420 2,420 2,570 3,360

18,190
2,580 2,420 2,420 2,420 2,420 2,570 3,360

18,190

補強後

補強軸組図2

S=1:50

A通り軸組図　S=1:50 D通り軸組図　S=1:50

B通り軸組図　S=1:50

E通り軸組図　S=1:50

年月日 年 月 日令和
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当
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Ｓ－１２

G1 G1 G1 G1 G1

G2 G2 G2 G2 G2

C1 C1 C1 C1 C1 C1 C1

G1 G1 G1 G1 G1G2

G2 G2 G2 G2 G2

C1 C1 C1 C1 C1 C1 C1

符号 寸法

H-194×150×6×9C1

G1 H-200×200×8×12

G2 H-194×150×6×9 （平使い）



390 390

175 1,500

ＥＡ Ｂ ＤＣ
1,925 1,795 1,820 1,820 1,795 1,925

１

EＡ Ｂ Ｃ Ｄ

E
A

H-200×200×8×12H-200×200×8×12 H-200×200×8×12 ｸﾞﾗｳﾄ注入穴φ20ｸﾞﾗｳﾄ注入穴φ20

E

ａａ

H-194×150×6×9 H-194×150×6×9

サポート

H-194×150×6×9

H-194×150×6×9
H-194×150×6×9 H-194×150×6×9

A

ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ

5-φ16　L=100

ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ
5-φ16　L=80 φ16＠300

ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ

5-φ16　L=100

2,
50

0

FG2

20
0

1,500

無収縮ﾓﾙﾀﾙ圧入

3,
41

8

46
2

無収縮ﾓﾙﾀﾙ圧入

無収縮ﾓﾙﾀﾙ圧入

ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋6Φ@6直径120

ダボM12：あと施工アンカー全ネジ

タテ目地6段毎　ヨコ小口目地4列毎

ﾀﾃﾖｺD10@150ﾀﾞﾌﾞﾙ

3,
83

0

ﾀﾃﾖｺD10@150ﾀﾞﾌﾞﾙ ﾀﾃﾖｺD10@150ﾀﾞﾌﾞﾙ

3,
36

7

あと施工アンカー

補強後

E-E断面図　S=1:20

A-A断面図　S=1:20

1通り断面図　S=1:20

［ -125×65×6×8

PL-6 PL-6PL-6 PL-6

水平ブレース 水平ブレース

51
段

Fm＝30N

Fm＝30N

接着系アンカーD16＠200

M12

M12 L＝350 ＠ 300 M12 L＝350 ＠ 300

接着系アンカーD16＠300

接着系アンカーD16＠150 接着系アンカーD16＠150

埋込み長さL=130 埋込み長さL=130

定着長さL=320 定着長さL=320

接着系アンカーD16＠200

接着系アンカーD16＠250

点線：1通り小屋組

新設方杖 新設方杖

ラグスクリュー ラグスクリュー

PL-9
HTB 2-M16

ｺﾝｸﾘ-ﾄ止め
HTB2-M16

あと施工アンカーM12

L＝160

基礎工事中

5,540 5,540

11,080

3-D22 3-D22

D10@150 D10@150

3-D22 3-D22

2-D10 2-D1080
0

80
0

3,
83

0

ダボM12：あと施工アンカー全ネジ

レンガ造壁

10
0

80

2-D19ﾀﾃﾖｺD10@150ﾀﾞﾌﾞﾙ

L＝160

1通り断面図

S=1:20

10通り

柱

ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ

5-φ16　L=80

30 90 30

150

H-194× 150× 6× 9

H-194× 150× 6× 9

ａ-ａ断面図　S=1:10

柱頭詳細図　S=1:10

PL-6 PL-6

水平ブレース

小屋組の腐食部材は取り替える

ラグスクリュー

レンガ造壁

あと施工アンカーM12

L＝ 160

2
0

PL-9

HTB

1
3
6

2 -M16

2
0

60 40

100

年月日 年 月 日令和

担
　
　
当

課
　
　
長

主
 　
　
幹

係
　
　
長

担
　
　
当
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Ｄ面

Ｓ－１３

G1 G1

G2 G2

C1
C1 C1



ＥＡ Ｂ ＤＣ
1,925 1,795 1,820 1,820 1,795 1,925

7

E Ｄ Ｃ Ｂ Ａ

B C

M16 M16

H-200×200×8×12 H-200×200×8×12
ｸﾞﾗｳﾄ注入穴φ20 ｸﾞﾗｳﾄ注入穴φ20

C

3,
45

0

B

3,700 3,680 3,700

ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ
ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ5-φ 16

φ16　L=80＠300L=80ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ

5-φ 16　L=100 ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ

5-φ16　L=100 5-φ16　 L=100

FG2

3,
41

8

既存合掌

46
2

ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋6Φ@6直径120

無収縮ﾓﾙﾀﾙ圧入

ダボM12：あと施工アンカー全ネジ

タテ目地6段毎　ヨコ小口目地4列毎

無収縮ﾓﾙﾀﾙ圧入 無収縮ﾓﾙﾀﾙ圧入

ﾀﾃﾖｺD10@150ﾀﾞﾌﾞﾙ

あと施工アンカー あと施工アンカー

3,
83

0

ﾀﾃﾖｺD10@150ﾀﾞﾌﾞﾙ ﾀﾃﾖｺD10@150ﾀﾞﾌﾞﾙ

3,
36

7

C-C断面図　S=1:20

B-B断面図　S=1:20

7通り断面図　S=1:20

PL-6 PL-6

PL-6

水平ブレース

新設ろく梁

51
段

Fm＝30N

Fm＝ 30N Fm＝30N

M12 M12

M12 L＝280 ＠300

接着系アンカーD16＠300

接着系アンカーD16＠250

ラグスクリュー

PL-9
HTB 2-M16

11,080

3-D22

D10@150

3-D22

2-D1080
0

30

補強後ダボM12：あと施工アンカー全ネジ

レンガ造壁

10
0

80

2-D192-D19 ﾀﾃﾖｺD10@150ﾀﾞﾌﾞﾙ

L＝160 L＝160

7通り断面図

S=1:20

レンガ臥梁

木梁

木柱

M16

ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ

φ16　 L=80＠300

柱頭詳細図　S=1:10

PL-6

PL-6

新設ろく梁

小屋組の腐食部材は取り替える

既存ろく梁

80

水平ブレース水平ブレース

接着系アンカーD16＠300

PL-6

PL-9

HTB 2-M16

年月日 年 月 日令和

担
　
　
当

課
　
　
長

主
 　
　
幹

係
　
　
長

担
　
　
当
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Ｂ面

Ｓ－１４

G1
G1

G2 G2



C1

L＝160

新設土間 新設土間

15
0

15
0

10
0

10
0

FG1FG1

ＥＡ Ｂ ＤＣ
1,925 1,795 1,820 1,820 1,795 1,925

1,500 8,080 1,500

ＥＡ

M16 M16

H-200×200×8×12 H-200×200×8×12

ろく梁受

H-194×150×6×9

H-194×150×6×9

H-194×150×6×9

2,
50

0

65
0

65
0

46
2

3,
83

0

3,
36

7

補強後

補強断面図　S=1:20

あと施工アンカーM12@600

L＝160

あと施工アンカーM12@600

51
段

6

10

束、振れ止め：再利用

新設梁　米松　150×240

5,540 5,540

11,080

補強断面図1

S=1:20

240×350

7通りろく梁、束

小屋組の腐食部材は取り替える

年月日 年 月 日令和

担
　
　
当

課
　
　
長

主
 　
　
幹

係
　
　
長

担
　
　
当
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Ｓ－１５

G2

G2 G2G2
C1



C1 C1

3,
50

0

新設土間 新設土間

15
0

15
0

10
0

10
0

FG1 FG1

1,200

195 1,180

ＥＡ Ｂ ＤＣ
1,925 1,795 1,820 1,820 1,795 1,925

ＥＡ

M16 M16

H-200×200×8×12 H-200×200×8×12

H-194×150×6×9 H-194×150×6×9

3,
45

0

2,
50

0

65
0

65
0

3,
41

8

46
2

3,
83

0

3,
36

7

補強後

36
0

補強断面図　S=1:20

［ -125×65×6×8

51
段

あと施工アンカーM12@600

L＝160

5,540 5,540

11,080

80
0

24
0

12
0

補強断面図2

S=1:20

3通り、5通り

小屋組の腐食部材は取り替える

年月日 年 月 日令和

担
　
　
当

課
　
　
長

主
 　
　
幹

係
　
　
長

担
　
　
当
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Ｓ－１６

G2 G2



D

G1

20
0

3,
30

0

2,
50

0

2,
50

0

新設土間

FG1

D

101 2 3 4 5 6 7

H-200×200×8×12 H-200×200×8×12H-200×200×8×12H-200×200×8×12H-200×200×8×12 H-200×200×8×12

L＝160

H-194×150×6×9

H-194×150×6×9 H-194×150×6×9 H-194×150×6×9 H-194×150×6×9 H-194×150×6×9

30

H-194×150×6×9 H-194×150×6×9 H-194×150×6×9 H-194×150×6×9 H-194×150×6×9 H-194×150×6×9

65
0

無収縮ﾓﾙﾀﾙ圧入

あと施工アンカー

補強後

D-D断面図　S=1:20390

E通り断面図　S=1:20

［ -125×65×6×8

［ -125×65×6×8［ -125×65×6×8 ［ -125×65×6×8 ［ -125×65×6×8［ -125×65×6×8

あと施工アンカーM12@600

Fm＝30N

M12

200

2,580 2,420 2,420 2,420 2,420 2,570

14,830

接着系アンカーD16＠250

JISターンバックル付ブレース
M18

あと施工アンカーM12

L＝160

3-D22

D10@150

3-D22

2-D10

L＝ 160

E通り断面図

S=1:20

年月日 年 月 日令和

担
　
　
当

課
　
　
長

主
 　
　
幹

係
　
　
長

担
　
　
当
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Ａ面

Ｓ－１７

G1G1G1 G1G1

G2

G2G2 G2 G2 G2

C1 C1 C1 C1 C1 C1

FG1 FG1 FG1 FG1 FG1



7 6 5 4 3 2 1

H-200×200×8×12H-200×200×8×12 H-200×200×8×12 H-200×200×8×12H-200×200×8×12

H-194×150×6×9 H-194×150×6×9 H-194×150×6×9 H-194×150×6×9
H-194×150×6×9

H-194×150×6×9 H-194×150×6×9 H-194×150×6×9 H-194×150×6×9 H-194×150×6×9
H-194×150×6×9

あと施工アンカー

補強後
A通り断面図　S=1:20

［ -125×65×6×8［ -125×65×6×8 ［ -125×65×6×8 ［ -125×65×6×8［ -125×65×6×8［ -125×65×6×8

ａａ

M12

200

2,570 2,420 2,420 2,420 2,420 2,580

14,830

接着系アンカーD16＠250

あと施工アンカーM12

L＝160

3-D22

D10@150

3-D22

2-D10

L＝160

A通り断面図

S=1:20

C1

G2

C1 30 90 30

150

H-194× 150× 6× 9

H-194× 150× 6× 9

ａ-ａ断面図　S=1:10

レンガ造壁

あと施工アンカーM12

L＝ 160

2
0

PL-9

HTB

1
3
6

2 -M16

2
0

60 40

100

年月日 年 月 日令和

担
　
　
当

課
　
　
長

主
 　
　
幹

係
　
　
長

担
　
　
当
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Ｃ面

Ｓ－１８

G1G1 G1 G1 G1

G2G2 G2 G2
G2

C1C1 C1C1 C1
C1

FG1 FG1 FG1 FG1 FG1



8 7 7 8 D B

H-194×150×6×9

H-194×150×6×9

16
0

JISターンバックル付ブレース 1,
98

0

H-200×200×8×12 H-200×200×8×12

H-194×150×6×9 H-194×150×6×9 H-194×150×6×9

既存木床 既存木床 既存木床

3,
34

5

H-194×150×6×9 H-194×150×6×9
H-194×150×6×9

H-194×150×6×9

3,880

FG1 FG1

3,360 3,360

無収縮ﾓﾙﾀﾙ圧入

補強後

B通り断面図　S=1:20 D通り断面図　S=1:20 8通り断面図　S=1:20

あと施工アンカーM12 あと施工アンカーM12

Fm＝30N
JISターンバックル付ブレース

接着系アンカーD16＠250 接着系アンカーD16＠250 接着系アンカーD16＠250

M18

M18

3-D22 3-D22 3-D22

D10@150 D10@150 D10@150

3-D22 3-D22 3-D22

2-D10 2-D10 2-D10

HTB　8-M16

5,
41

3

隅部継手　S=1:20

2-PL-6

B通り、D通り、8通り断面図

S=1:20

G2

G2 G2 G2

年月日 年 月 日令和

担
　
　
当

課
　
　
長

主
 　
　
幹

係
　
　
長

担
　
　
当
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Ｃ面 Ａ面 Ｂ面

Ｓ－１９

G2 G2

G1 G1

C1 C1
C1

C1



H× B×ｔ×ｒ H-194× 150× 6×9 H-194× 150× 6× 9

姿 図

アンカーフレーム形状は参考図とする。 アンカーフレーム形状は参考図とする。

アンカーボルト 4-M16　 L=580 4-M16　 L=580

ベースプレート

スタッドボルト

リブプレ－ト

柱脚リスト

200

増設壁

20 20

400 450

15
0

15
0

65
0

65
0

F2

50 50

50 50

1,000 1,000

S=1:20

補強後

土間断面図　S=1:20

30
0

30
0

A BR400ABR400

1,000

5-D16
1,000

5-D16

2,
00

0

2,
58

0

6-
D1

6

7-
D1

6

F1配筋図　S=1:20 F2配筋図　S=1:20

土間　ﾀﾃﾖｺ　D13＠200ｼﾝｸﾞﾙ

1
5
0

（Ｂ）

符号

寸法

梁

断

面

上筋

下筋

ＳＴ

腹筋

振止

3-D22 3-D22

3-D22 3-D22

D10@150 D10@150

FG1 FG2

F1

2-D10 2-D10

D10@1000 D10@1000

基礎詳細図

400×650 350×650

CL

300 30015
0

15
0

40 40

10
0

18
0

10
0

18
0

40 40

5 194 101 5 194 101

102 148 50 102 148 50

58
0

58
0

65
0

65
0

400
450

22× 300× 180 22× 300× 180

CL

FG2
FG1

レ
ン

ガ
壁

心

レ
ン

ガ
壁

心

282 390

使 用 材 料 規 格 備 考

コンクリート 呼 び 強 度 Ｎ＝２４

Ｄ１６以下ＳＤ２９５鉄 筋

Ｄ１９以上ＳＤ３４５

年月日 年 月 日令和

担
　
　
当

課
　
　
長

主
 　
　
幹

係
　
　
長

担
　
　
当
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佐世保市横尾町1664　　　　　 TEL0956-25-7308

　長崎県知事登録 第（19）-10630号 一級建築士138015 
　　　　　　　　　　　　構造設計一級建築士4181 前川浩二

立神広場整備（補強等）改修工事
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	別紙10② 煉瓦倉庫（既存）構造補強実施設計図書（要求水準）
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	立神補強設計図面




